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研究成果の概要（和文）：　本研究課題では、地理空間情報科学をいかに開発経済学に融合出来るかをメインの
テーマとし、具体的に重要な研究トピックに援用することで多くの論文を発表することが出来た。もっとも主た
る論文はベトナム戦争時にアメリカ軍によって集中的に爆撃が行われた隣国ラオスにおいて、その爆撃の経済発
展への長期的な影響を検証したもので、開発経済学分野のトップジャーナルであるJournal of Development 
Economicsに採択された。この論文含め10本以上の論文を発表することが出来た。

研究成果の概要（英文）：The main theme of this research project was how geospatial information 
science can be integrated into development economics, and we were able to publish a number of papers
 by applying it to specific important research topics. The most important paper, which was accepted 
for publication in the Journal of Development Economics, a top journal in the field of development 
economics, examined the long-term effects of the intensive bombing of Laos by the US military during
 the Vietnam War on the country's economic development. Including this paper, we were able to 
publish more than 10 papers.

研究分野： 開発経済学

キーワード： 開発経済学　地理空間情報
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　開発途上国研究に際しては様々な種類の地上・ミクロデータの入手及び利用可能性の面で、研究に大きな制約
がかかることが多々生じる。この制約を克服もしくは緩和する一案として、本研究課題では地理空間情報データ
の援用を提起した。研究の結果、地理空間情報科学的な要素を、開発経済学上の紛争･戦争、政治経済学、経済
地理といったトピックに用いることで事実上融合し、新たな知見を得ることが出来た。これは、この方向の研究
が今後も大きな可能性があることを示したという点で大きな意義があると言える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
近年、様々な種類の地理空間情報データが利用可能となってきており、それらを用いた研究も

増加の一途にあった。例えば、人工衛星による観測、測位、通信を中心とする宇宙インフラの整
備が日進月歩で進み、それに伴って衛星画像やデジタル地図といった地理空間情報も世界的に
整備･公開が進んでいた。いわば地球全体を上空からリモートセンシングで観測し、そこから得
られた情報の公開が進んでいた。このような研究環境の変化は一般的に情報工学やデータサイ
エンス等の分野で変革をもたらすと考えられているが、経済学にも大きな変革の波をもたらす
と考えられた。Donaldson and Storeygard (Journal of Economic Perspectives 30.4 (2016): 171-
198) のサーベイ論文が指摘したように、経済学の研究者が地理空間情報を用いる利点としては、
(1) 他の方法では入手できないような情報にアクセスできる、(2) より詳細な地理区画単位の解
析度の高いデータが利用できる、(3) 地理的にカバーされる範囲が広い、といったことが考えら
れた。さらに、地上レベルのデータであってもその位置情報が収集されるケースが増加している
ことも本研究の背景にはあった。 
これらの利点の恩恵を最も大きく受けうる分野の一つとして開発経済学が考えられた。従来

の開発経済学では、地道な家計調査や企業調査を実施し、そこから収集されたデータに基づいた
ミクロ計量経済学的アプローチや、各国政府統計局が作成した国レベルのデータを横断面もし
くは時系列で分析するマクロ計量経済学的アプローチが主流であった。しかしながら、前者に関
しては、予算･人員の限界から国の代表性を持つデータの収集は極めてコストが高くなってしま
うという避けては通れない問題のみならず、計測誤差(Measurement error)の問題や回答拒否
(Non-response)の問題への対処も大きな課題であった。後者のマクロデータに関しては、一般的
に開発途上国の統計局の技術的水準の問題から、発表された統計への信憑性の低さは否めない
という根本的問題があった。更にそういったデータを何カ国分も集めて途上国間の比較のため
に計量分析に用いることには大きな留意が必要になることも容易に想像できた。 
このような背景を踏まえると、開発経済学に地理空間情報科学を融合させるという試みは、従

来の開発経済学を補うだけではなく、新たな角度からの視野を提供することになるのではない
かと考えられた。よって、本研究は、地理空間情報科学を、開発経済学上の紛争･戦争、政治経
済学、経済地理といったトピックに用いることで事実上融合し、新たな知見を得ようとする試み
であった。 
 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は「地理空間情報科学をいかに開発経済学に融合出来るか」を検討し、実際に重

要な研究課題に援用しようというものである。学術的独自性と創造性は、地理空間情報科学が開
発経済学の特性を補完・刷新することによって見出されると考えられる。以下にその可能性を述
べたい。 
第一に、主に人工衛星から得られた地理空間情報は、地上データが存在しない・地上データを

収集できない地域の情報も含んでいる。よって、通常地上で行われる調査ではカバーしきれない
地域の情報を得ることが出来、より包括的・代表性のある分析が可能となる。この点は、特定の
地域でのサンプル調査で得られたデータを用いた分析で常に問われる、外的妥当性の問題をか
なりの程度クリアーできると考えられる。 
第二に、人工衛星から得られた地理空間情報には国境や行政区画といった概念が無い。この点

は、従来の分析の枠組みを超えた取り組みが可能となりうる。また、解像度の高いデータが利用
可能なことから、従来収集されていた行政区画単位の地上データと正確に結合することも可能
であるし、必要であればより細かな単位での分析も可能となる。 
第三に、地上データと比較すると、データの公開度や利用可能性にもよるが、長期的趨勢や短

期的趨勢がよりクリアーに観察出来うる。例えば、National Centers for Environmental 
Information は全世界の衛星夜間光の毎年のデータを 1992 年まで遡って公開しており、近年の
ものは毎月のデータが利用可能となっている。この点は、毎回多大な人的･金銭的コストを払っ
て計画実施しなくてはならない家計調査･企業調査と比較しても格段の優位性があるといえよう。 
これらの可能性を従来の開発経済学のフレームワークの中で用いる、あるいは全く新しい概

念として開発経済学に取り入れることで、学術的独自性と創造性が生み出されると考える。 
 
 
３．研究の方法 
 本研究のテーマは「地理空間情報科学をいかに開発経済学に融合出来るか」であるため、具体
的な開発経済学的課題に地理空間情報を援用してこそはじめてその目的が達成されたと考えら
れる。よって、様々なトピックを取り上げて、柔軟に地理空間情報データを用いて様々な応用研
究を進捗させた。とりわけ、地理空間情報データを視覚的に用いたり、ミクロ計量経済学的手法
が援用できるところまで精査し精緻な分析を行った。 



 
 
４．研究成果 
 以下に研究成果を概観する。 
 第一に、ベトナム戦争時にアメリカ軍によって集中的に爆撃が行われた隣国ラオスにおいて、
その爆撃の経済発展への長期的な影響を検証した論文"The longterm causal effect of U.S. 
bombing missions on economic development: Evidence from the Ho Chi Minh Trail and Xieng 
Khouang Province in Lao P.D.R."が、開発経済学分野のトップジャーナルである Journal of 
Development Economics に掲載された。本論文では、経済発展のアウトカム指標に村レベルの夜
間光の強度と人口密度を用いて、村に投下された爆撃の強度を説明変数として用いた。爆撃の強
度の操作変数として、爆撃が集中的に行われた地域からの距離を用いた。これらの変数は地理空
間情報を駆使して作成されており、まさしく本研究課題に合致した論文であるといえよう。ラオ
ス北部では依然爆撃の負の影響が残っている一方、南部では必ずしもそのような結果が明確で
はないことが示された。 
 第二に、ベトナムにおける産業特区形成による地元企業への経済的効果の検証を行った論文
"Do enterprise zones promote local business development? Evidence from Vietnam”が経
済地理・空間経済学の分野で評価の高い Journal of Regional Science に掲載された。ベトナム
統計局から必要な企業レベルおよび産業特区に関するミクロデータを入手し、住所情報から位
置情報を検出し必要なデータ整備を行った。更には、地理的な非連続性を用いた計量経済学的分
析なども援用した。結果、産業特区形成は、産業特区のあるコミュニティ―の企業数や雇用を増
やし、また周辺のコミュニティーへの波及（スピルオーバー）効果があることも明らかになった。 
 第三に、ミャンマーにおける長期的地域紛争と初等教育就学の関係を分析した論文“Impacts 
of long-lasting civil conflicts on education: Evidence from the 2014 Census of Myanmar"
が Journal of Asian Economics に掲載された。この論文では、内戦の教育への負の影響は限定
的であるという、反直感的な結果を得た。しかしながら、この結果は内戦の規模が比較的短期的
かつ小規模なものが多かったこと、各民族が独自の教育システムを構築していたことといった、
ミャンマー特有の背景があることから、他国への一般化には大きな限界があることを強調した。 
 上述した三本含め、合計十本以上の論文が国際的学術誌に掲載済みもしくは掲載決定となっ
たことから、大きな研究成果があったと言えよう。 
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８．本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況
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